
ザ

一

６１

ダ
ン
ス
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
伝
統
を

ス
タ
ジ
オ
は
い
つ
も
明
る
く
笑
顔
が
た
え
ま

せ
ん
。
長
く
在
籍
し
て
い
る
人
が
多
い
の
で
お

互
い
好
き
な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
、
新
入
の
人

も
す
ぐ
に
仲
間
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な

雰
囲
気
の
中
で
今
年
は
設
立
詑
周
年
、
発
表
会

は
加
回
目
と
な
り
ま
す
。
一
つ
の
節
目
と
言
え

る
こ
の
会
に
、
今
日
ま
で
の
集
大
成
と
な
る
よ

う
な
作
品
を
、
と
思
い
、
古
典
の
名
作
〈
眠
れ
る

森
の
美
女
〉
と
〈
白
鳥
の
湖
〉
を
上
演
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
〈
白
鳥
の
湖
〉
に
関
し
て

は
、
谷
桃
子
バ
レ
エ
団
で
の
数
多
く
の
舞
台
経

験
か
ら
学
ば
せ
て
頂
い
た
も
の
を
よ
り
多
く
後

進
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
〈
眠
れ
る
森
の
美
女
〉
は
児
童
中
心
の
作

品
で
、
こ
古
５
は
今
後
を
担
う
助
教
師
達
が
若

い
パ
ワ
ー
を
結
集
し
て
制
作
い
た
し
ま
し
た
。

ひ
と
と
き
、
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
バ
レ
エ

の
世
界
に
浸
っ
て
頂
け
れ
ば
と
、
ス
テ
キ
な
ゲ

ス
ト
の
方
々
と
共
に
本
番
に
向
け
て
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
日
々
の
レ
ッ
ス
ン
を
通
し
て
生
徒
達

に
ダ
ン
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
伝
統
を
出
来
る
限

り
正
確
に
伝
え
、
そ
の
優
雅
さ
、
華
麗
さ
の
中

に
内
容
を
表
現
し
、
観
客
を
魅
了
出
来
る
よ
う

な
バ
レ
リ
ー
ナ
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
ま

た
、
普
段
の
努
力
の
成
果
が
舞
台
で
花
開
い
た

時
の
充
実
感
、
踊
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
踊
れ
る

こ
と
の
悦
び
を
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
（
上
月
倫
子
）

ｅ
上
月
倫
子
バ
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第
即
回
記
念
発
表
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日
時
叩
７
月
副
日
昼
の
部
壬
別
洲
時
開
演

夜
の
部
午
後
５
時
開
演

場
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帥
神
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〆 、

メールアートひも少女

、

山本玲華さんは「ひも」をテーマ
として世界と交流する「メールアー
ティスト」である。
メールアートというのは、アート

を郵便で送り合って世界中のアーテ
ィストと交流し、ネットワーキング
することである。欧米先進国では洪
水のように広がって盛んであるが、
日本では極端に参加人数が少ない。
彼女は、毎日のように「ひも」を
テーマとしたメールアートを世界に
送っている。“｢ ひも」に関するもの
を送って下さい，，というインフォメ
ーションもそのひとつ。そこで、い
ろいろな「ひも」が送られてくる。
ロープや綱、紐、糸を始めとして、
例えばロサンゼルスからは、カセッ
トテープのテープの部分を出して、
それを「ひも」として。ロンドンか
らは、なんと道端で男性が立ち小便
をしている写真の、その条状の様子
を「ひも」と称して送ってくるアー
ティストもいるという。
このようにして、世界から送られ

てきた「ひも」を素材として作った

作品の写真や印刷物を、メールァー
トで再度世界に送り、交流を続けて
いる。さらには、アート作品として
個展も企画する。それが関西テレビ
の番組「紳助の人間マンダラ」の撮
影会場となり、タレントのたいぞう
と「ひも」でのアートの共演をして
島田紳助たちを驚かせた。この模様
がテレビで放映されたとき、「天才
少女・山本玲華」というテロップで
玲華さんの紹介がされたのである。
また、彼女は「ひも」を身体に巻

き付けてアートパフォーマンスをす
る。その記録を印刷物にして世界に
送る。まさに「ひも」「ひも」「ひも」
で、すべてが「ひも」である。彼女
は美人であるから反響も大きい。世
界のアーティストからたくさんメー
ルが届く。
一昨年、彼女はヨーロッパを訪れ

た。ギリシャはアテネ、スペインの
マドリッド、フランスのパリ、イタ
リアではローマなどを訪れたのであ
るが、メールアートを通してすでに
有名になっている彼女の訪問に際

し、どの地でもアーティストたちが
迎えにきてくれ、一緒に展覧会を企
画したり、アートパフォーマンスを
発表したりした。フランスを訪れた
際にはパリの街中に、“ＲＥＩＫＡ
Y A M A M O T O の歓迎と発表，, のポス
ターが貼られており、歓迎のパーテ
ィーとパフォーマンスがギャラリー
を貸切っておこなわれたという。
昨年、ぼくは彼女を伴ってフィン
ランドを訪れた。そのときに、地元
の富豪であり、またアーティストで
もあるトーマスという青年が、彼女
にすっかり心酔してしまい（作品
に？或いは容姿に？）フィンランド
とハンガリーで玲華さんのワンマン
ショーを計画してくれ、今年の夏、
彼女は現地を訪れて「ひも」「ひも」
｢ ひも」のアートを発表する。
メールアートというのは、まだ日

本ではあまり理解されていないが、
国際的な視野に立って自己の芸術を
アピールする新しい方法であり、彼
女はその代表的な美女アーティスト
である。
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則

緑と海そして愛 ７月１７日(木)～２１日（月）

つり議謹燕蕊
i☆元気ｱ ｯ ! 懸志景驚鱒潔鳶蔑

享
自巳
&

ＺうきららＫＯＢＥ☆元気ｱ ｯブ！

戸｢ 神戸まつり」は市民の手作りによる

Ｆ刀『. ､
Ｐ

２ｄｌ「震度一
一

などを予定。

ー

ａ
ｎ
『
己

]画場ブラジルから4 0 人のダンサーがやって来るン（の

王家舞踏団

鞭

神
戸
の
元
気
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
！

神
戸
サ
ン
バ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
西
内
情

パ
レ
ー
ド
が
震
災
前
の
よ
う
に
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
に
返
っ
て
き
ま
し
た
。
サ
ン
バ
の
明
る
く

陽
気
な
リ
ズ
ム
は
、
い
ま
の
神
戸
を
表
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
見
て
楽
し
い
、
参
加
し
て
楽
し

い
の
が
「
神
戸
ま
つ
り
」
。
皆
さ
ん
も
飛
び
入

り
で
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、
い
っ
し
ょ
に
神

の
元
気
を
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
。
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■開館時間
午前1 0 時～午後5 時
(入館は午後4時30分まで）
田休館日
毎週月曜日、祝日の翌
日、年末年始
田入館料
大人2 1 0 円( 消費税含む）
小中生100円(消費湖含む）
回寺涌
三宮駅よりポートライ
ナー南公園駅下車北側

Z 8 C C 二'一ﾋ ｰ博物館
〒65O神戸市中央区港島中町6-6-2TELO78(302)8880
▽プレゼントチケットペア1 0 組ご招待

■■■ l ＪＲ

三宮
御影 住吉

ヨー阪神
白鶴酒造
資料館

元町 ＫＯＢＥ観光' ９７
蔓･ おすすめスポット特集

美術館のある「御影・住吉界隈」散策 鍔鵜

刈
催
柚
示
刈
睦
喧
船

崖Lf-弓廻１

伽

あなたは海派？山派？
それともカルチャーゾーン散策？

!<亀謡芸／ﾊ ｰ 吟
ランド

回応募先〒6 5 o 神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアビル4 階月刊神戸つ子「K O B E 観光」係までおハガキで。

○｜コーヒーのある豊かな生活 エリアへのアクセス
●御影周辺…三宮から御影周辺へ
J Ｒ（快速で約6 分）住吉駅まで1 6 0 円
阪急（約1 0 分）御影駅まで1 8 0 円
阪神（特急で約6 分）御影駅まで1 8 0 円
◆メリケンパーク…三宮からメリケンパークへ
J Ｒ（約2 分）元町駅まで1 2 0 円。南へ徒歩1 0 分
阪神（約1 分〉元町駅まで1 1 0 円。南へ徒歩１０分
市バス（約1 0 分）１８番。９０番・急1 系統でメリケンパーク南へすぐ
20 0円
シティ・ループ（約1 5 分）メリケンパーク南へすぐ2 5 0 円
◆ポートアイランド…三宮からポートアイランドヘ
ポートライナー（約f 2 分）南公園駅まで2 4 0 円

ﾛ 函冒

寵

盆

阪急御影駅下車すぐ／垂0 7 8 - 8 5 1 - 6 6 3 2
開館時間／午前1 0 時～午後5 時3 0 分．休館日／毎週月曜日・休翌日

▼プレゼントチケットペア1 0 組ご招待

K O B E C A M E R A M U S E U M
神戸カメラミコージアム 白鶴酒浩資料館

神戸市東灘戸件害南町津丁目5 番5 号
T E L （0 7 8 ) 8 2 2 - 8 9 0 7 白霞酒造本社内
入館無料・きき酒コーナーもあり
開館時間午前9 時３０分～午後4 時3 0 分

（但し入館は午後4 時まで〉
月曜休館（月曜が休日の堤合は開館）

』星Ｅ、塞謬鱗

一
一

域一三| 勉言９－静

IlII需議旧
本
店
一
号
蔵
を
改
造
、
伝
統
の
酒
造
法

が
順
を
追
っ
て
展
示
さ
れ
、
工
程
が
立
体

的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

白
鶴
酒
造
資
料
館

酒
づ
く
り
の
心
を
知
る
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特別展
マルチメディア通信展
一伝える技術､ 伝わる' 画一

会期：平成9年７月2 0日(日)～８月3 1 日（日）
内容：大人も遊べて勉強になる

マルチメディア通信体験コーナー
テレビ会談、テレビ電話、パソコン通信、インターネット、自
分のホームページ作りなど、シュミレーションしながら勉強で
きる体験コーナーが充実。
その他にも…
通信伝達の歴史（郵便・寵信電話の歴史の紹介など）
大量伝達の時代（ラジオ・テレビの技術やしくみなど）
新たなる通信（携帯電話・P H S の違いなど）
工作コーナー（糸電話をつくろうなど）

翼彦

壷
Ｉ

プラネタリウム開演時刻（７月2 0 日～８月３．１日）
投影回 ２ ３ ４ ５ ６

投影開始時刻 １０：２０ １１：３０ １２：４０ １３：５０ １５：００ １６：１０

番組名 シンドバッドの冒険 夏
午前中２回の「シンドバッドの冒険」は子供番組です

‘f『神戸市立青少年科学館ＫＯＢＥＳＣｌＥＮＣＥＭＵＳＥＵＭ
〒6 5 o神戸市中央区港島中町7子6 T E L O 7 8 3 0 2 - 5 1 7 7 F A X O 7 8 8 0 2 - 4 8 1 6
交通: 三宮駅よりポートライナーで1 2 分、南公園駅下車徒歩3 分
開館時間：１０：００～１７：００〈入館は１６Ｒ３０まで）
休館日：水曜日（７月1 4 ～1 9 日は臨時休館）
料金：ﾌ ﾟ ﾗ ﾈ ﾀ ﾘ ｳ ﾑ 大人4 0 0 円展示室大人6 0 0 円（どちらも小人は半額）

噂プレゼントチケットペア1 0 組ご招待

鰹I W F 恥' 抑『陛諏やl i l u l 咽１１弧錘

海を渡って蕊た生物達と

禅戸海洋篇物館
読中史は痴唾唾- 垂Ｔ匙、ＢヨⅧ恥T 【砲沖預

堀口』副‘鞭IF弓町収榊戸1起吋懇11N師事H1ﾍ和臼卵’
開価遍唖２m 目也鱈ｉ７蝿I 麺却唾C 主z l 阿霊副皿【砿の噛合, 8 星日仏曲１

明石海峡大橋方面
９０分コース

①１０：３０②乗船料2 0 0 0 円
②１２：３０〈小人半額）●
③１４：３０ドリンク・軽食●
①１６：３０F F 定期）の利用可

よみがえった
メリケンパーク
みなとの情緒と潮風･ ･ ,。
ウォーターフロント・
メリケンパークで
お過ごし下さい。
⑩神戸海洋博物館
｢ 海を渡って来た生物達
と巨大昆虫ロボット展ｌ
平成9年７月15日(火)～８月31日（日）
※７月22日(火)休館
、神戸ポートタワー
ミナト神戸の大パノラマ
が楽しめます。
営業時間９：0 0 ～2 0 ：３０
年中無休
■お問い合わせ
神戸港振興協会
神戸中央区波止場町２２
TE L O 7 8 3 9 1 - 6 7 5 1

とグルメを満喫

乗り堀／中突堤ポートタワー前
（ＪＲ･ 阪神「元町｣ 、阪急I 花隈」駅下車徒歩1 0 分）

お問い合わせ。ご予約／神戸観光汽船株式会社T E L ､ 0 7 8 . 3 3 1 . 6 6 師

画応募先〒6 5 o 神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアビル4 階月刊神戸っ子「K O B E 観光」係までおハガキで。
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☆未来都市での研究°生活を支えます

G~1畠騒薯,.１
９剃醗?司圃l 園

播磨・光のページェント よう。

－４勿
イ、

~ = へ' 一÷嘩〆
ﾕ . 塔. , 〆､ 羊ｊ２＝～

「とにかくまた見に行きたい」

溌蕊蕊

簿響
雪聾唾砦』．．よ具体的な活動を始める「播磨科学公

園都市｣ 。都市としての活気が満ちは
じめる今年８月から、その可能性のす
べてを見て、知って、体験できる多彩
なイベントが予定されている。
リレー方式で開催される約4 0 のイベ

竃｢ 世界一の電子ボルトに感嘆」

霧蕊識（
L角て

屑

異壊勢諜

／ Ｉ

都市中央部にあるセンターサークルの「ストーンランタン」

ン卜のほか、科･ 学を通じて子供たちの
夢や挑戦する心を育むためのパビリオ
ン「はりま・夢サイエンス館」をはじ
め、インターネットを実体験できる
｢ マルチメディア体験コーナー」など、
参加体験型のイベントが目白押し。と
にかく「見て、知って、体験」してみ

哩診
播磨科学公園都市

まちびらきフェスティバル' 9 ７
８／１（金）～10 / 3１（金）

■テーマ
｢ " 光，，が生み出す輝く未来」
S P r i n g - 8 が放つ“光' ，に希望を託し、
西播磨の自然と歴史と伝統の“光”が
輝きを増し、光り輝く未来が来ること
を願う。

国サブテーマ
科学が拓く未来のまち。人にやさしい、
いきいきとしたまち｡ 世界に開かれた
まち。

回開催場所
播磨科学公園都市（メイン会場）
西播磨地域全域（協賛イベント会場）

他の主な施設として、すでに開学し
ている「姫路工業大学理学部」のほか
｢ 西播磨コンピュータカレッジ」「先端
科学技術支援センター」などが完成し、
｢ 粒子線治療センター（仮称) 」も平成
1 2 年度末を目途に整備が進んでいる。

日

霞箭謬讃。

ノ
「S P r i n g - 8」をはじめとする主要な

施設が完成し、２１世紀に向けていよい

～、

☆B 月１日からI まちびらきフェスティバル」

Ｌ

交通アクセス
●ＪＲ④山陽自動車道
新幹線･ 山陽本線相生駅から竜野西ＩＣから約2 5 分
車で約 2 0 分④播磨へリポート
新幹線･ 山陽本線姫路駅から神戸へリポートから約2 5 分
車で約陛１５分③路線パス
③中国自動車道ＪＲ相生駅から約 3 0 分
山崎ＩＣから約3 5 分ＪＲ播磨新宮駅から約2 0 分
佐用ＩＣから約2 0 分ＪＲ姫路駅から約6 0 分

ＪＲ上郡駅から約3 0 分

竃兵庫県企業庁播磨企両課〒6 5 o 神戸市中央区下山手通5 - 1 0 - 1
ＴＥＬ0 7 8 - 3 4 1割7 7 1 1（代）内線5 5 8 4 . 5 5 8 5

画播磨科学公園都市建設局〒6 7 8 - 1 2 赤穂郡上郡町金出地1 5 0 3 - 1
ＴＥＬＯ７９１５－８－１１１５

■ｲﾝﾀｰ ﾈ ｯ ﾄアドレスhttp :〃Web ､ p r e f・hyo g o ･ i p / h a r i m aノ

相生駅山隠新斡線姫路歌

呼騨"全職(協賛ｲべﾝﾄ雲場）‐Ｚ

ノ
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< 光のまち・はりま〉播磨科学公園都市を訪ねて
スブリングエイ卜

｢ S P r i n g - B ｣に夢の光を見た！
■

勘

夢

２１世紀へ動きはじめたく光のまち・はりま> ･ 西播磨の丘陵地に、人と自然と
科学が調和する高次元機能都市「播磨科学公園都市」の整備が進んでいる。
西播磨テクノポリスの拠点となるこの未来都市も、８月１日いよいよまちびら
き。それに先立ち、文化人ら2 6名が現地を訪れ、大型放射光施設「S P n I ｢ I g - 8」
などを見学した。西播磨の丘陵地に広がる「播磨科学公園都市｣ ｡右に見えるリングがなどを見学した。

☆緑に囲まれたアーバンデザイン「人間の営みを想う」

蕊潔蕊韓議難
インコンセプトは“時間とともに成長
する森の中の都市, ,。建築家の磯崎新☆夢の光を放射する「S P r i n g b B 」
氏、安藤忠雄氏、都市デザイナーのピ
ーターウォーカー氏らの指導のもと、播磨科学公園都市の目玉といえば、
都市機能と景観の両面からデザインさ「夢の光」を放射する大型放射光施設
れており、快適な居住環境、優れた研m S B j n g 8」（スプリングエイト)。
究環境を生み出している。電子を8 0 億電子ボルト( 8 G ｅＶ) まで加速

し、発生する放射光を利用する施設。

円＝
唾

牡

■

▲

放射光は非常に明るく波長が短いた
め、原子レベルのミクロな世界の解明
が可能になる－･ とのことだが、これ

｢ 大きなお地蔵さんを建てたい」

●蕊識

バスツアー参加メンバー。後ろに高層住宅「サンライフ
光都」（設計．磯崎新）が見える

以上の詳しい説明は門外漢にはチンプ
ンカンプン。
「従来施設の明るさを『星空』だと

すると、S H i n g - 8 は『太陽』に相当し
ます｣ 。つまり、非常に明るい光のも
と、非常に細かいものが見えるという
こと。物質の構造や‘性質が詳しく分か
るため、エレクト
ロニクスや医療、
化学など、さまざ
まな分野での成果
が期待されている。

デザイン性の高い都市空間が広がる
( 写真提供・上郡民報）

｢SP r i n g - 8」内で施設説明を聞く
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SANNOMlYAHONDORl

ようこそ神戸まつりへ！

平
鱈

己

・
愚

S e n s i b I e R I s h j o n

０

産
仇

’

第2 7 回神戸まつり

きららK O B E ☆元気アップ！
神戸まつりメインフェスティバル
コース／おまつりパレード

（東遊園地．光の塔～花時計線～大丸前) 約9 0 0 ｍ
元町パレード
（大丸前～元町通り）約1 1 0 0 ｍ

緑と海そして愛1

ｌｂ同
Ｆ■

且』『 7／１７(木)～21(祝）咽､ ' ~

●⑤⑤●● ｡ ●●●● ｡ ●■●⑤ ｡ ＠● ｡ ● ｡ ｡ ｡ ● ｡ ●● ｡ ●● ｡ ｡ ｡ ●● ｡ ● ｡ ⑤ ｡ 印の●● ｡ ■■■ ｡ ■ＢＧ⑥● ｡ ■●ゆ■■●■ ｡ ｡ ●回＆■ ｡ ■●■回■ ｡ ■■■■■■■■●●■● ｡ ■■②■● ｡ ｡ ●●回●●●■＆●■● ｡ ■色 ｡

,Ｉ

今
も
昔
も

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ら
し
さ
は
元
町
で

震，
■－－凸

７月2 9 日( 火) 恒例の元町夜市が開催されます腸

三宮本通商店街

れ

ようこそ神戸まつりへ！
7720(日)午後2時８０分より
｢ 元町パレード｣ オープニング
セレモニーを行います。

盤

明治2 5 年頃「誓文払いの日Ｉ

liil
璽謹

元町商店街
2４

予定イベント…サンバ、獅子舞、
マーチングバンド
龍踊り

場所大丸山側

邑工

元町東地域協議会
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松
本
恵
子

ひ
と
つ
増
え
ま
し
た

飾
り
の
リ
ボ
ン
が
ゆ
れ
て
い
ま
す

少
し
つ
ま
ら
な
そ
う
に

早
く
お
散
歩
に
行
き
た
い
と

今
持
ち
主
は
お
昼
寝
中

小
さ
な
か
わ
い
い
麦
わ
ら
帽
子

今
年
は
麦
わ
ら
帽
子

絵
／
石
阪
春
生

■
ポ
エ
ム
ド
コ
ウ
ベ
〈
７
月
〉

麦
わ
ら
帽
子

三＝E

１
２５

１
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一・．馬

へ鴬畠'五

L】

陸

璽禦ユィ臥弱ｴ ｸ ﾄ
本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府２－１－２

T E L O 7 8 e 7 4 - 9 7 5 6 F A X O 7 8 - 9 7 4 - 9 7 5 8

ブライダルギフト〒5 5 8 大阪市住吉区刈田町7 - 1 2 - 1 9
事業部．大阪T E L O 6 - 6 9 7 - 9 4 3 5 F A X O 6 - 6 9 7 - 4 1 8 8

神戸から夏の贈り物
フ・レミアムデザート
｢ロレンスー／ △

SＡＭＯＴＯＣＬｌＮｌＣ

ママといっしょに

宅亦

ミケ

神戸市兵庫区中道通4 - 1 - 1 5
T E L : 0 7 8 - 5 7 5 - 1 0 2 4 (病室TEL:07 8 - 5 7 7－7034）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備●

’Jｆ

P 幻ュ宮口

昌一』

１

種
峯

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

④卸

配Ｉ

天然素材にこだわった
フルーツフルなゼリー

４

p ＝

1噸

いぶ

赤ちゃん：北前衣舞ちやん(平成8年12月22日生まれ）
｢ 人の痛みがわかる、気持ちの優しい子、そして誰から
も愛される素直で丈夫な子に育って欲しい」

Ｚ

￥１り
￥２，
￥３，

０
０
０

０
０
０

５
０
０

６個入
８個入
１２個入

厘匪
固圃
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震
災
で
中
断
さ
れ
た
「
神
戸
ま
つ
り
」
は
昨
年
、
新
た
な
形
で

再
開
さ
れ
た
。
今
年
は
新
生
「
神
戸
ま
つ
り
」
の
第
二
回
目
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

新
生
「
神
戸
ま
つ
り
」
は
、
従
来
と
異
な
る
面
が
い
く
つ
か
あ

る
。
一
つ
は
、
開
催
時
期
が
「
海
の
日
」
を
中
心
に
し
た
七
月
に

な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
昨
年
は
「
三
都
夏
祭
り
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
た
。
京
都
の

祇
園
祭
と
大
阪
の
天
神
祭
の
あ
い
だ
に
、
神
戸
ま
つ
り
が
時
期
的

に
は
さ
ま
る
の
で
、
関
西
財
界
の
提
唱
に
よ
っ
て
．
「
京
阪
神
三
部

夏
祭
り
」
が
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
三
部
夏
祭
り
」
が
提
唱
さ
れ
た
背
景
に
は
、
神
戸
ま
つ
り
の

目
的
の
変
化
が
あ
る
。
震
災
以
前
の
神
戸
ま
つ
り
は
、
市
民
の
連

帯
の
高
揚
を
目
的
に
し
て
い
た
が
、
震
災
を
契
機
に
し
て
、
集
客

に
よ
る
神
戸
経
済
復
興
へ
の
貢
献
と
い
う
目
的
が
付
加
さ
れ
た
。

多
目
的
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
神
戸
ま
つ
り
は
必
然
的
に
、
盛
り

だ
く
さ
ん
な
行
事
に
彩
ら
れ
る
。
今
年
の
ま
つ
り
で
は
、
ア
ジ
ア

パ
ラ
ダ
イ
ス
、
音
楽
の
祭
典
（
ア
ジ
ア
音
楽
の
夕
べ
）
、
太
鼓
ｉ
ｎ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
関
連
行
事
と
し
て
は
「
大

長
江
節
（
フ
ェ
ア
）
」
が
同
時
期
に
開
催
さ
れ
る
。
祇
園
祭
と
天
神

祭
と
い
う
歴
史
的
伝
統
に
も
と
づ
く
イ
ベ
ン
ト
に
対
抗
し
て
、
神

戸
ま
つ
り
は
多
様
性
と
国
際
性
を
全
面
に
出
す
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
神
戸
ま
つ
り
の
あ
り
方
に
大
き
な
危
慎
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
神
戸
ま
つ
り
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
「
官
主
導
イ
ベ
ン

ト
」
か
ら
脱
却
で
き
な
い
「
時
代
遅
れ
の
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
り
続

け
て
い
る
点
だ
。
そ
の
原
因
は
、
神
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
神

戸
市
民
祭
協
会
（
会
長
は
笹
山
市
長
）
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
事
務

局
が
市
民
局
文
化
振
興
課
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

祇
園
祭
と
天
神
祭
は
、
伝
統
に
も
と
づ
い
て
「
町
衆
」
が
中
心

に
な
っ
て
運
営
さ
れ
る
行
事
で
あ
る
。
「
三
都
夏
祭
り
」
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
「
神
戸
ま
つ
り
」
も
ま
た
、
市
民
が
中
心
に
な
っ
て

運
営
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
べ
き
だ
。
官
主
導
で
目
先
の
成
功

を
追
い
求
め
る
よ
り
も
、
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
市
民
主
導
型
イ

ベ
ン
ト
の
可
能
性
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。
「
結
衆
の
原
点
」
と
し

て
の
祭
り
の
機
能
を
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。

ｌ
”
Ｉ

口
私
の
意
見

「
神
戸
ま
つ
り
」
し
」

「
三
都
夏
ま
つ
り
」

石
森
秀
一
一
一

〈
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
〉神戸
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サ
イ
ゴ
ン
で
私
が
宿
泊
し
て
い
た
ホ
テ
ル
は
、
ど
う
や
ら

米
兵
の
連
れ
込
み
宿
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

最
初
の
夜
、
隣
の
部
屋
で
ポ
ー
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
姉
妹

の
片
方
は
、
米
兵
の
オ
ン
リ
ー
的
な
役
ど
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ

の
相
方
が
泊
る
と
い
う
の
で
私
の
部
屋
の
片
方
の
ベ
ッ
ド
に

寝
た
片
方
の
女
性
は
、
「
悪
い
こ
と
し
ち
ゃ
駄
目
よ
」
と
私

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
あ
と
、
豪
快
な
イ
ビ
キ
を
か
い
て
眠
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
旅
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
…
…

私
は
、
何
と
も
う
ら
さ
び
し
い
気
分
に
お
そ
わ
れ
た
。

翌
朝
、
目
覚
め
て
み
る
と
隣
の
ベ
ッ
ド
に
は
誰
も
い
な
か

っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
隣
の
部
屋
の
ド
ア
が
開
く
気
配

が
し
て
、
私
の
部
屋
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
が
し
た
。
開

け
て
み
る
と
、
人
の
好
さ
そ
う
な
白
人
の
米
兵
と
、
そ
の
愛

人
と
い
っ
た
感
じ
の
美
人
の
女
性
、
そ
し
て
私
の
隣
の
ベ
ッ

ド
で
大
イ
ビ
キ
を
か
い
て
い
た
美
人
で
な
い
女
性
が
立
っ
て

い
た
。
彼
ら
は
、
私
の
お
か
げ
で
す
べ
て
う
ま
く
い
っ
た
と

い
う
よ
う
に
、
て
い
ね
い
に
礼
を
言
っ
て
去
っ
て
い
っ
た
。

「
オ
ネ
ス
ト
・
ボ
ー
イ
」

隣
の
ベ
ッ
ド
に
寝
た
方
の
女
性
が
、
ド
ア
を
閉
め
る
と
き

そ
う
言
っ
て
片
目
を
つ
ぶ
っ
て
見
せ
た
。
悪
い
こ
と
し
ち
ゃ

駄
目
よ
…
…
と
い
う
彼
女
の
言
葉
を
、
私
が
守
っ
た
こ
と
を

ほ
め
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
、
苦
笑
し
な
が
ら
手
を
振

ベ
ト
ナ
ム
青
春
旅
行
天
）

村
松
友
視
〈
作
家
〉

カット／灘本唯人
題字／筆者

記
第
箇

り
、
な
ぜ
か
ミ
サ
イ
ル
の
オ
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ン
と
い
う
名
前

を
思
い
出
し
て
い
た
。
正
直
に
的
を
射
る
か
ら
オ
ネ
ス
ト
・

ジ
ョ
ン
…
…
そ
の
意
味
合
い
と
、
ゆ
う
べ
の
私
に
ど
の
よ
う

な
共
通
点
が
あ
る
の
か
を
私
は
考
え
た
。

隣
の
ベ
ッ
ド
の
女
性
も
、
自
分
た
ち
の
街
を
戦
場
と
さ
れ

て
い
る
日
常
の
中
で
、
ク
タ
ク
タ
に
疲
れ
果
て
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。
そ
し
て
、
私
も
ま
た
、
カ
ッ
コ
よ
く
羽
田
を
発

っ
た
も
の
の
し
だ
い
に
不
安
が
つ
の
り
、
よ
う
や
く
宿
が
見

つ
か
っ
て
安
心
し
た
た
め
、
疲
れ
が
ド
ッ
と
出
て
す
ぐ
に
眠

り
の
世
界
へ
入
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
私
は
隣

の
ベ
ッ
ド
の
女
性
と
同
じ
よ
う
に
、
大
イ
ビ
キ
を
か
い
て
眠

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
疲
れ
て
眠
い
か
ら
大
イ
ビ
キ
…
…
そ

れ
は
、
ど
こ
か
オ
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ン
と
い
う
素
朴
な
ひ
び
き

と
か
さ
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

ア
ー
・
ユ
ー
・
ミ
ス
タ
ー
・
ヤ
マ
モ
ト
と
呼
ば
れ
イ
エ
ス

と
答
え
、
山
本
さ
ん
に
な
り
す
ま
し
て
泊
っ
た
ホ
テ
ル
が
、

米
兵
の
連
れ
込
み
宿
・
…
：
こ
れ
は
、
い
か
に
も
俺
の
旅
ら
し

い
と
思
っ
た
。
反
戦
の
意
識
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
精
神
も

な
く
、
火
事
場
見
物
み
た
い
な
セ
ン
ス
で
戦
場
の
街
を
訪
れ

た
自
分
の
物
腰
と
、
い
ま
泊
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
は
よ
く
フ
ィ

ッ
ト
し
て
い
る
と
い
う
気
分
だ
っ
た
。

そ
の
姉
妹
は
、
二
度
と
姿
を
あ
ら
わ
さ
な
か
っ
た
。
今
度
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会
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
美
女
の
方
と
近
し
い
関
係
に
な
り
た
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
私
に
は
、
そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ

た
。
し
か
し
、
あ
の
米
兵
も
姉
妹
も
、
い
ま
こ
の
世
に
い
な

い
可
能
性
は
十
分
な
の
だ
と
思
う
と
、
う
わ
つ
い
た
気
持
が

き
ゅ
っ
と
引
き
し
ま
る
の
を
感
じ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
へ
送
り
込
ま
れ
た
米
兵
は
、
見
え
な
い
敵
と
戦

っ
て
い
る
。
彼
ら
の
目
に
は
、
一
般
人
、
南
ベ
ト
ナ
ム
兵
士
、

南
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
放
戦
線
の
ゲ
リ
ラ
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
兵

士
の
区
別
が
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。
い
つ
、
誰
が
自
分
を
襲
っ

て
く
る
か
分
ら
な
い
状
態
で
、
目
に
見
え
ぬ
敵
を
相
手
に
見

構
え
て
い
る
…
…
そ
れ
が
、
米
兵
た
ち
の
あ
り
か
た
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
大
使
館
を
は
じ
め
、
米
軍
に
関
係
の
あ
る
建
物

は
、
つ
ね
に
銃
の
装
填
を
外
し
た
何
人
か
の
Ｍ
Ｐ
に
よ
っ
て

警
護
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
首
か
ら
笛
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
。

た
と
え
ば
目
の
前
で
交
通
事
故
が
あ
り
、
運
転
手
同
士
が
言

い
争
い
を
始
め
た
場
合
、
Ｍ
Ｐ
は
そ
の
笛
を
吹
い
て
警
告
す

る
。
笛
を
三
度
吹
い
て
も
言
い
争
い
を
止
め
ぬ
場
合
、
運
転

手
た
ち
は
交
通
事
故
と
い
う
偽
装
の
も
と
に
、
建
物
を
爆
破

す
る
目
的
の
ゲ
リ
ラ
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
間
違

い
も
、
犠
牲
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
見
分
け
方
し

か
米
兵
側
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
恐
怖
と
不
安
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
銃
撃
戦
が
行
わ
れ
た
場
合
、
偶
然
そ
こ

を
通
り
か
か
っ
た
者
、
た
と
え
ば
私
が
巻
き
添
え
に
な
る
可

能
性
は
大
き
い
。
そ
れ
が
、
当
時
の
サ
イ
ゴ
ン
の
日
常
と
い

う
や
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

M し〈
む
ら
ま
つ
。
と
も
み
〉
一
九
四
○
年
東
京
生
ま
れ
。
慶
応

義
塾
大
学
文
学
部
卒
。
六
三
年
中
央
公
論
社
に
入
社
。
「
小

説
中
央
公
論
」
「
婦
人
公
論
」
「
海
」
編
集
部
員
を
経
て
、

八
一
年
退
社
。
八
二
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
直
木
賞
受
賞
。

主
な
著
書
は
『
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
一
『
百
合
子
さ

ん
は
何
色
」
『
ア
ブ
サ
ン
物
垂
聖
『
ト
ニ
ー
谷
、
ざ
ん
す
一

な
ど
。

１
２９

１
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:蕊》
一
歩

｢ 神戸市立小磯記念美術館」
洋画家小磯良平の2 , 0 0 0 点に及ぶ
作品を収蔵

１
３０

１

神
戸
、
東
灘
ロ
マ
ン
街
道

佐
々
木
湘
《
作
家
》

■
夏
・
神
戸
観
光
エ
ッ
セ
イ

議繍欝

阪
神
魚
崎
で
下
り
よ
う
。
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
に
乗
り
、

ア
イ
ラ
ン
ド
北
口
駅
で
下
車
、
小
磯
記
念
美
術
館
へ
。

小
磯
良
平
は
神
戸
が
誇
る
日
本
屈
指
の
洋
画
家
。
し

ば
し
、
絵
画
の
世
界
に
ひ
た
る
。
鑑
賞
の
あ
と
は
ベ

ィ
・
シ
ェ
ラ
ト
ン
で
、
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
昼
食
を
。

再
び
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
に
乗
っ
て
南
魚
崎
駅
に
降
り
立

ち
、
酒
蔵
見
学
。
菊
正
宗
酒
造
記
念
館
と
白
鶴
酒
造

資
料
館
を
回
り
灘
五
郷
の
歴
史
を
学
ん
で
き
き
酒
を

す
る
の
も
一
興
。
そ
の
あ
と
魚
崎
に
戻
り
、
住
吉
川

を
北
上
し
て
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
細
雪
』
の
舞
台
に

い
し
よ
う
あ
ん

な
っ
た
椅
松
庵
を
訪
ね
る
。
も
と
も
と
こ
の
地
よ
り

二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
に
あ
っ
た
の
が
、
六
甲
ラ
イ

ナ
ー
敷
設
に
あ
た
り
、
取
り
壊
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

の
を
、
地
元
住
民
ら
の
熱
意
が
通
じ
て
移
築
保
存
さ

れ
た
。一

階
は
マ
ン
ト
ル
・
ピ
ー
ス
の
あ
る
部
屋
に
、
三

枚
の
引
き
戸
や
ス
テ
ン
ド
・
グ
ラ
ス
が
あ
る
扉
。
谷

崎
が
実
際
に
使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
な
ど
も
一
階
の
食
堂

に
残
さ
れ
て
い
る
。
二
階
に
は
二
方
に
窓
め
ぐ
ら
せ

た
賛
沢
な
設
計
の
南
向
き
の
部
屋
の
ほ
か
二
室
。
ど

れ
も
こ
れ
も
『
細
雪
』
の
場
面
を
祐
桃
と
さ
せ
る
。

谷
崎
潤
一
郎
が
こ
こ
を
借
り
て
住
ん
で
い
た
の
は
昭

和
十
一
年
か
ら
十
八
年
ま
で
の
八
年
間
。
引
っ
越
し

魔
の
彼
に
す
れ
ば
記
録
的
な
長
期
滞
在
で
あ
る
。
こ

の
家
と
そ
の
立
地
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
愛
着
が
分
か

る
。
二
階
の
中
の
部
屋
に
は
、
立
ち
退
い
て
欲
し
い

と
い
う
家
主
と
の
交
渉
が
わ
か
る
書
簡
類
が
展
示
さ

れ
て
い
て
興
味
深
い
。
最
後
の
夫
人
松
子
と
、
万
雌

菖蕊ﾐ:霊！菖蕊ﾐ:霊！

鵠

l哨1Ｗ

｢ 椅松庵」文豪・谷崎潤一郎の旧邸宅で名作『細雪』の舞台となった家

鍵畠

浮雲輔 識灘i 織職麓ｉ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鰭bl篇
Fライナー

魚.鵬il-l習僅
署ｌ

鑑亀鍵(控
詞
詞ﾘｧ輝ﾝ輝

谷崎のデザインによる岡本の家「鎖潤閣」は阪神大震災で全壊
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摂津本山駅
一も、

を
排
し
て
結
ば
れ
、
よ
う
や
く
世
間
に
認
め
ら
れ
る

夫
婦
生
活
を
本
格
的
に
送
り
始
め
た
の
は
こ
こ
「
椅

松
庵
」
な
の
で
あ
る
。

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
椅
松
庵
を
後
に
し

て
、
谷
崎
文
学
散
歩
と
決
め
よ
う
。
椅
松
庵
で
、
ゆ

か
り
の
地
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
し
た
「
谷
崎
潤
一
郎

１
Ｎ
阪
神
」
（
二
五
○
円
）
を
求
め
、
そ
れ
を
よ
す

が
に
回
り
た
い
。
二
時
間
ぐ
ら
い
で
全
部
ま
わ
れ
る
。

最
後
は
岡
本
七
丁
目
の
、
谷
崎
が
自
分
で
設
計
し
て

建
て
た
家
「
鎖
淵
閣
」
を
見
た
い
の
だ
が
、
残
念
な

が
ら
阪
神
大
震
災
で
全
壊
し
た
。
も
と
あ
っ
た
土
地

か
ら
東
一
五
○
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
の
、
梅
林
公
園

の
敷
地
拡
張
予
定
地
に
、
そ
の
家
を
復
元
す
る
運
動

が
今
地
道
に
行
わ
れ
て
い
る
。
岡
本
と
い
え
ば
悪
辿
。

谷
崎
の
家
は
ま
さ
に
こ
の
「
梅
」
を
見
る
た
め
に
設

計
さ
れ
て
い
た
。
「
鎖
澗
閣
」
建
築
予
定
地
か
ら
の

海
へ
の
眺
望
は
ま
た
格
別
で
あ
る
。

梅
林
公
園
を
後
に
し
て
、
東
へ
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
岡
本
ア
カ
デ
ミ
ア
」
に
足
を
伸

ば
そ
う
。
も
と
も
と
川
崎
造
船
の
郊
外
の
別
荘
地
だ

っ
た
こ
こ
は
、
粁
余
曲
折
を
経
て
、
地
元
発
信
の
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
的
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
和

洋
折
衷
の
建
物
。
海
へ
の
眺
望
抜
群
。
ま
た
こ
の
近

く
の
「
馬
酔
木
荘
」
に
は
か
っ
て
は
谷
崎
一
家
の
友

人
で
、
船
場
で
文
具
問
屋
を
し
て
い
た
、
妹
尾
健
太

郎
・
君
子
夫
妻
が
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

の
夫
婦
は
谷
崎
に
強
い
刺
激
を
与
え
た
。

岡
本
に
は
、
震
災
の
傷
痕
生
々
し
い
と
は
い
え
、

未
だ
に
古
き
よ
き
時
代
を
残
す
町
並
み
が
残
っ
て
い

る
。
た
か
だ
か
近
代
百
年
そ
こ
そ
こ
の
歴
史
で
は
あ

る
が
、
神
戸
と
大
阪
の
中
間
に
あ
っ
て
ゆ
と
り
の
あ

る
人
々
が
生
ん
だ
阪
神
間
独
特
の
文
化
の
香
り
が
匂

い
た
っ
て
い
る
、
こ
れ
か
ら
の
町
で
あ
る
。

１
３１

１

園 ロ駅
このコースで文化の香りを満喫できる
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図園国璽' 圏廻国
にうべ甲南武庫の郷」
灘五郷の由来がよくわかる

ｈ
傍

｢ 白鶴酒造資料館」館長の畠賢二さ
んが酒づくりの説明をしてくれる

■
夏
・
神
戸
観
光
エ
ッ
セ
イ

酒
蔵
の
街
「
神
戸
ろ
ま
ん
物
語
」

福
元
早
夫
作
零

B

渦

画“鐘回国逼璽禰回屋 岬

『

罰
霞

１
３２

１

大正から昭和初期の有名建築家、清水英治の建物と

蔵人役の人形が昔の酒づくりを再現

阪
神
電
車
の
新
在
家
駅
で
下
車
し
て
、
南
東
へ
五
分
も
歩
く
と
国
道
四
十

三
号
線
に
で
る
。
見
上
げ
る
と
、
阪
神
高
速
道
路
が
大
阪
へ
の
び
て
い
る
。

『
こ
う
べ
甲
南
武
庫
の
郷
』
の
青
い
の
ぼ
り
が
、
風
に
ひ
る
が
え
っ
て
音
を

た
て
て
い
た
。
こ
こ
に
美
味
伝
承
の
甲
南
漬
の
資
料
館
が
あ
っ
た
。
館
長
の

高
嶋
秀
平
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て
な
か
へ
は
い
る
と
、
灘
五
郷
の
地
図
が
い
き

な
り
目
線
を
と
ら
え
た
。
色
彩
ゆ
た
か
な
そ
こ
に
、
東
か
ら
今
津
郷
、
西
宮

郷
、
魚
崎
郷
、
御
影
郷
、
西
郷
と
し
る
さ
れ
て
い
た
。
神
戸
市
か
ら
西
宮
市

へ
か
け
て
の
約
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
域
で
あ
る
。

こ
こ
が
日
本
一
の
酒
蔵
地
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
宮
水
と
よ
ば
れ
る
良
質

の
水
と
、
丹
波
地
方
の
質
の
よ
い
米
と
、
六
甲
お
ろ
し
の
寒
風
と
、
そ
れ
に

丹
波
杜
氏
の
酒
造
技
術
、
さ
ら
に
は
六
甲
山
系
か
ら
流
れ
る
河
川
を
利
用
し

た
水
車
精
米
に
よ
る
品
質
の
向
上
、
江
戸
へ
の
積
出
し
の
輸
送
面
で
、
樽
回

船
や
菱
垣
廻
船
の
海
岸
沿
港
と
あ
い
ま
っ
て
、
全
国
一
の
酒
造
地
帯
と
な
り

ま
し
た
、
と
説
明
書
き
が
あ
っ
た
。
目
線
を
さ
げ
る
と
、
こ
の
地
域
の
酒
造

の
模
型
が
あ
り
、
本
物
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
高
嶋
さ
ん
の
兄
が
昔
の
写
真
を

も
と
に
、
手
づ
く
り
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
立
つ
と
、
酒
蔵
の
街
と
由

来
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

「
甲
南
漬
は
灘
の
生
一
本
の
絞
り
か
す
と
、
み
り
ん
の
自
家
製
造
に
、
野

菜
類
は
近
畿
地
方
の
農
家
が
丹
精
を
こ
め
た
も
の
で
、
手
間
ひ
ま
を
か
け
て

伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
」
と
高
嶋
さ
ん
は
胸
を
は
っ
た
。
そ
れ
を
裏
づ
け
る

よ
う
に
、
本
店
へ
行
く
と
買
物
客
が
、
甲
南
漬
に
お
茶
で
談
笑
し
て
い
た
。

十
八
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
、
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ジ
ム

は
阪
神
住
吉
駅
の
高
架
下
に
あ
っ
た
。
四
回
戦
ボ
ー
イ
で
神
戸
や
大
阪
で
た

た
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
す
こ
し
感
傷
的
に
な
り
な
が
ら
、
そ
の
駅
前
か
ら

国
道
四
十
三
号
線
の
陸
橋
を
こ
え
る
と
、
白
鶴
酒
造
資
料
館
が
あ
っ
た
。
館

内
は
『
酒
づ
く
り
の
歌
』
が
流
れ
て
い
た
。

「
一
曲
の
歌
の
長
さ
が
、
洗
米
、
蒸
米
、
放
冷
、
こ
う
じ
取
り
こ
み
、
も

と
仕
込
、
も
ろ
み
出
し
、
上
槽
と
い
っ
た
酒
づ
く
り
の
ひ
と
つ
の
工
程
の
目

凹

b 、

甲南漬のシンボル大樽

h望
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Ⅲ

１
３３

１

限
定
直
売
コ
ー
ナ
ー
へ
案
内
さ
れ
た
。
こ
こ
で
つ
く
ら
れ
た
「
浜
福
鶴
』

デ
ザ
イ
ン
の
美
し
い
ピ
ン
詰
め
に
な
っ
て
、
立
ち
な
ら
ん
で
い
た
。
丹

方
や
神
戸
の
特
産
品
が
そ
れ
ら
と
肩
を
並
べ
て
い
た
。
生
酒
の
試
飲
コ

ー
が
あ
っ
て
、
宮
脇
さ
ん
が
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
た
。
う
ま
か
っ
た
。
観

ス
が
き
て
、
九
州
の
佐
賀
県
の
人
た
ち
で
奈
良
を
見
学
し
た
つ
づ
き
だ

う
。
陳
列
コ
ー
ナ
ー
に
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
も
の
が
あ
っ
た
。
ポ
ー
ト

ー
の
か
た
ち
を
し
て
い
た
。
透
明
に
ち
か
い
ブ
ル
ー
の
、
七
二
○
ミ
リ

つ
た
。
手
に
と
る
と
、
「
神
戸
ろ
ま
ん
物
語
」
と
ラ
ベ
ル
に
あ
っ
た
。

か
ら
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
っ
た
。

酒
の
試
飲
で
酔
っ
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
が
、
ほ
ろ
っ
と
な
っ
た
。
工

あ
と
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
酒
蔵
観
光
コ
ー
ス
の
復

、
と
い
っ
た
甲
南
漬
の
高
嶋
さ
ん
の
こ
と
ば
を
思
い
う
か
べ
て
い
た
。

i鍵鯉墾坐

鍵

一一一壬講

安
に
な
る
ん
で
す
よ
」
と
館
長
の
畠
賢
二
さ
ん
が
い
っ
た
。
黒
褐
色
に
く
す

ん
だ
天
井
や
支
柱
が
、
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
語
り
、
人
形
た
ち
が
蔵
人

に
な
っ
て
昔
を
再
現
し
て
い
た
。
「
原
料
米
の
山
田
錦
の
ふ
る
さ
と
は
、
裏

六
甲
か
ら
東
条
湖
へ
か
け
て
の
農
村
地
帯
で
、
す
べ
て
手
づ
く
り
で
す
よ
」

と
畠
さ
ん
は
い
っ
た
。
飯
米
の
倍
ち
か
い
背
た
け
で
あ
る
．
「
こ
こ
は
温
度

差
が
冬
は
十
度
ち
か
く
あ
り
ま
す
か
ら
ね
、
お
い
し
い
酒
づ
く
り
の
秘
訣
で

す
よ
」
と
畠
さ
ん
は
自
慢
顔
だ
っ
た
。
ふ
と
故
郷
を
思
っ
た
。
鹿
児
島
を
離

れ
て
三
十
七
年
で
あ
る
。
人
の
心
に
し
み
る
い
い
小
説
を
書
か
ね
ば
、
と
思

っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
の
、
阪
神
大
震
災
は
、
酒

蔵
の
街
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
震
度
七
の
激
震
だ
っ
た
。
大
型
の
ブ
ル
ト
ー

ザ
ー
や
ユ
ン
ポ
が
、
い
ま
だ
に
轟
音
を
た
て
て
い
た
。
レ
ン
ガ
塀
や
木
造
の

酒
造
は
お
お
か
た
が
消
え
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
の
マ
ン
シ
ョ
ン

か
ビ
ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
住
吉
川
を
東
へ
こ
え
て
、
魚
崎
浜
町
へ
い

く
と
、
正
門
だ
け
が
残
っ
た
桜
正
宗
の
さ
ら
地
の
む
こ
う
に
、
『
浜
福
鶴
』

の
吟
醸
工
房
が
あ
っ
た
。
観
光
担
当
の
宮
脇
米
治
さ
ん
は
か
っ
て
の
杜
氏
の

姿
格
好
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
制
御
さ
れ
た
清
酒
の
製
造
工
場
を
案

内
し
て
く
れ
な
が
ら
、
「
酒
づ
く
り
歌
』
を
美
声
で
ふ
る
わ
せ
た
。

工
房
内
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
大
き
な
円
筒
や
容
器
が
た
ち
な
ら
び
、
計
測

機
器
が
目
を
光
ら
せ
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
仕
事
を
し
て
い
た
。
酒
造
見
学
を
す
ま

』

」宮脇米
歌の美声

活房見詰タと
をを生るだワい

光１波がす
バナ地、と

酒蔵が残っていた
震災でほとんどの木造酒蔵が消えた中 ｢ 清酒灘泉」の

限定販売コーナーでは生酒のきき酒を
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